
 

第 122 回  学長定例記者会見  発表事項３   

 

令和２年６月 25 日  

 

 

広島大学発の簡便な雌雄産み分け法を応用した研究に  

約３億円の助成が決定しました  

 

 

広島大学大学院統合生命科学研究科  島田  昌之教授と梅原  崇助教のグルー

プが開発した、簡便な雌雄産み分け法を応用したウシの人工授精法の研究に、

ビル＆メリンダ・ゲイツ財団（※）から 3 年間で約 270 万米ドル（約 3 億円）

の助成が決定しました。これは 2019 年 8 月に「PLOS Biology」誌に発表
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